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イエス様がキリストなら（ヨハネ21:12-14）
そろそろ2014年が終わろうとしています。同時に、ヨハネの福音書もそろそろ終わりが近づいてきていると思います。今、私たちがみことばを考えていますヨハネの福音書がどの位置にあるのかということを考える必要があると思います。ヨハネの福音書が終わりますと、その次に使徒行伝が始まります。つまり、ヨハネの福音書のメッセージの結論が理解できたものは、使徒行伝の歴史に足を踏み入れることができるということでしょう。そして、このヨハネの福音書は、創世記からマラキまでの旧約の聖書があり、それに基づいてマタイの福音書からヨハネの福音書までの4福音書の内容のまとめであり結論のようなものです。そういう意味で、非常に大切なものであると思います。旧約からこの4福音書までの結論、それが聖書を通して神様が私たちに言いたいことではないでしょうか。神様の結論とも言えるものではないでしょうか。その聖書の結論が自分の結論となったときに、その人は神様と通じ合うものになり、使徒行伝の歴史の主人公として門が開かれるようになるということです。
2014年が終わり、2015年が始まろうとしているこの時に、皆さんひとりひとりが使徒行伝の歴史の主人公とあり、具体的に使徒行伝の様々な祝福を実際的に体験する方になっていただきたいと願います。そういう意味で、ヨハネの福音書の結論は何なのか。旧約からずっと語ってきて、マタイの福音書、ルカ、マルコの福音書、それからヨハネの福音書に至るまで、一体何を語っていらっしゃるのかということは非常に大切な意味をもつでしょう。それはまず第1にこのようなことを神様がおっしゃりたいのです。実は、どういうことがあっても何事でも問題にはならないというメッセージです。これがどういう意味なのかと言いますと、世の中には数えきれないほどの人間が住んでいます。昔も今もこれからも地球が終わるまで、数多くの数えきれない人が入り混じって生きているところが地球です。様々な人間模様というものがあるでしょう。人種も違います。文化のレベルも違います。財力も学歴も様々な面においてすべてが異なっている人間がともに生きているところが地球です。それから、その数えきれない人によって作り出されたものが文化というものです。文化も昔、時代によって、それから、今の国々や民族によって、ときにはその家庭ごとに文化がまったく異なって違うのではないでしょうか。数えきれないほどの文化が存在しているのが地球ではないでしょうか。

それから、今私たちは2014年を生きていますが、創世記から今に至るまで、数えきれないほどの時代が流れてくるようになりました。時代が変わるたびに歴史も変わり、様々な面において変化がありました。そして、その時代ごとにいろいろな出来事があり、また理論も主張も異なってきたということが分かっています。このように数えきれない時代が流れてきて、その中の一部分を私たちは生きています。これからも時代は流れていくようになるでしょう。いつまで今の政権がずっと続くか、それも誰も断言できないものです。時代は流れ、時代は変わるものです。このように数えきれない人間、数えきれない文化、数えきれない時代の流れの中で、数えきれない問題を抱えて生きているというのがまた地球ではないでしょうか。本当に時代ごと、人種ごと、ひとりひとりそれぞれが、また様々な文化においていろいろな問題、数えきれない問題があります。一人の人間を見たときにも、昔、このような問題があり、また今現在、このような問題があり、その問題が精神的な場合もあるし、経済的な問題の場合もあるし、病の場合もあるし、問題の種類も形も数えきれないものではないでしょうか。それが今私たちが生きている人生であり、またこの地球のことです。
そこで、人々はそのたびに、その問題をどうにかしようとして解決策を求め、一生懸命がんばりました。その問題を解決しようとする試み、それも数えきれないほどの数です。こういう風にもああいう風にも、ときには悪い方向でしょうが戦争を仕掛ける場合もあるし、それを仲裁する場合もあるし、薬を開発する場合もあるし、いろいろな研究に没頭する場合もあるし、なにかすばらしい制度を作るために政策を展開する場合もあるし、教育もより細かいものに、より優れたものに引き上げて発展させようとする努力もあったりしました。今、私たちの頭で全部覚えることができないほど、数えきれないほどの問題に対して挑戦してきたということも事実です。これが人生であり、地球の歴史そのもので派内でしょうか。
それから、私たちが認めなければいけないことは、そうであるにもかかわらず、その問題は変わらずにずっと繰り返して続いているということです。数えきれないほどの繰り返しです。形が少し変わっただけであって、時代が変わってもその問題は繰り返されています。人が変わっても文化が別の文化になっても、問題そのものの本質は変わらないままずっと繰り返しているのではないでしょうか。数えきれないほどの繰り返しというものが地球の歴史そのものです。そのような中で聖書だけが、神様だけがそれに対して正しい答えを与えていらっしゃいます。聖書が言いたいのは、努力そのものがいらないとか悪いという意味ではありません。しかし、そういったすべてを通して、人の努力、時代の変化、文化の変化、人種がどのように変わろうが、それが問題の本質には何の役にも立たないものなのだということの証明ではないでしょうか。それで神様は最初からおっしゃっています。神様が約束されましたメシヤ、キリストだけが救いの道で、キリストだけが唯一の希望なのだと。数えきれないほどの人間があり文化があり、時代が流れて数えきれない問題があり、それをどうにかしようとして挑戦も数えきれないほどぶつけてみましたが、その問題は変わらないままずっと繰り返すだけでした。それは何を意味するのでしょうか。ひとりひとり個人の人生を振り返ってみても、これは当てはまる内容ではないでしょうか。だから、最初から神様がおっしゃいました。キリストを送るからキリストによってのみ問題を解決するようになります。キリストだけが人類の、地球の、ひとりひとりの人生の唯一の希望です。キリスト一点にすべてが絞られるようになるということです。それが聖書のお話です。それが神様が私たちに語りたいメッセージです。そこまでが旧約の聖書の話です。
それから、その唯一の希望であるキリストが世に来られました。それをクリスマスというでしょう。その方がマタイの福音書からヨハネの福音書に書かれているイエス様その方です。つまり、福音書の内容は、キリストしか希望はないのですが、イエスがそのキリストだという話です。それが神様がおっしゃりたいことです。つまり、キリストが実際に世に来られた。ここに希望があります。イエスはキリストです。すべての問題の解決、どんなに頑張ってもどうにもならない地球の歴史の中で、唯一すべての問題を解決されるメシヤであり、唯一の希望である約束のキリストが世に来られました。十字架にかけられてよみがえられたイエス様がそのキリストだというのが聖書の話です。それが神様が私たちひとりひとりに向かって、また人類に向かっておっしゃりたいことです。病気を抱えて悩んでいる人、精神的な問題を抱えて悩んでいる人、家庭の問題、戦争の問題、経済の問題、また自分の無能さなど様々な悩みを抱えている人々に神様がおっしゃりたいことです。キリストに希望があり、イエスがそのキリストです。今も暗い所で自信を無くし、「これからの人生をどうすればよいのか。私のような人間がこれから生きていけるのか。この社会はあまりにも厳しく、周りの人間の目があまりにも気になってしょうがない私がこれから残りの生涯、生きていけるか。もうこれでおしまいにした方がよいのではないか」という願望に走っている人々に向かって神様はおっしゃっています。キリストに希望がある。イエスがそのキリストだ。これがゴスペルです。これが神様が言いたいことであるし、聖書の話です。数えきれないほど問題をどうにかしようとしてぶつけてみました。それにもかかわらずだめでした。キリストしか希望はありません。しかし、感謝なことに、幸いなことに、そのキリストが実際に世に来られました。イエスがそのキリストです。
それから、問題の解決、救いのためのすべてのみわざを成し遂げられてよみがえられました。そこまでがヨハネの福音書です。そうならばどんな問題があろうが、何一つ問題ではないのではないか。何も問題にならないのではないかということが結論です。何が問題でしょうか。病気が問題でしょうか。皆さんに才能がないのが問題でしょうか。親がアルコール中毒になっているのが問題でしょうか。どうしてもやめられない悪い習慣を抱えていることが問題でしょうか。皆さん、何が問題でしょうか。何を問題だと思っているのでしょうか。社会が問題でしょうか。政治が問題でしょうか。後で申し上げますが、現場で姦淫の罪を犯した女の人が問題でしょうか。今、聖書が言いたいこと、今までのすべてをまとめて結論として出しているのは、そういうことは問題ではないということです。元々、どうにもならない問題でした。キリストしか問題の鍵はありませんでしたし、キリストしか希望はありませんでした。イエスがそのキリストであり、つまり、キリストは実際に世に来られて問題の解決のためのすべてのみわざを成し遂げられたのであれば、今まで問題だと思っていたことは問題ではないでしょう。問題のポイントを変えなければなりません。それが聖書のまとめであり、ヨハネの福音書までの結論です。何が問題でしょうか。皆さんが小さい頃、今も忘れられないショックを受けた出来事が問題でしょうか。変な親の下で生まれて厳しく育てられた、それで傷を受けたことが問題でしょうか。今、聖書の結論は、そういったことは問題ではないということです。問題のポイントを変えるということが旧約からヨハネの福音書までのまとめです。本当に大切です。このようにまとめられないと使徒行伝に移ることが難しいです。神様の御声を聞いていただきたいと思います。何が問題でしょうか。子どもに生涯があることが問題でしょうか。

今日の礼拝を通して、皆さんの中から問題のポイントがすっかり変わるように、そして、2015年はただ年が変わるだけではなくて、ヨハネの福音書から使徒行伝に入っていく祝福の幕開けになっていただきたいと願います。そのためには、まずヨハネの福音書までの聖書の結論が自分の結論にならなければなりません。他は何も問題ではありません。何が問題でしょうか。問題は、イエスがキリストだということを知り、そのイエスをキリストとして信じるか信じないかだけが問題です。そのお話をするために創世記からここまで歴史を引っぱってきました。これがメッセージです。今での皆さんの学んできたこと、頭の中に入力されている様々な知識、情報など、すべて全部、否定してください。神様がおっしゃりたいことは何一つそうではない、何もこだわることがないということです。イエスキリストです。本当にイエスがキリストならば、本当にキリストが実際に世に来られてすべてを完璧に完成し成し遂げられたのであれば、その証拠が復活でしょう。そうならば何も問題ではないでしょう。そのイエスを信じるか信じないかだけが問題ではないのか。癌にかかっていることが問題ではなく、精神病にかかっているのが問題ではなく、家庭内暴力が問題ではなく、イエスを信じるか信じないかだけが問題です。なぜ私の旦那さんは、な座私の子どもはこうなのかではなくて、これから皆さんはイエスを信じるか信じないか、信じていないのが問題でしょう。もしイエスを本当に信じる人であれば、たとえ今現在暴力を振るい、癌にかかっていたとしてもそれは問題ではありません。目の前に幻覚が見えて幻聴が聞こえてもそれは問題ではありません。その人がイエスをキリストとして信じるか信じないかが問題です。これが神様がおっしゃりたいことです。これが地球に向かっての神様のメッセージです。最近、年の終わり頃であるし、また私もだんだん年をとっていくので、できるだけトーンを下げて静かに穏やかに語ろうとして覚悟を決めましたが、いきなりトーンが上がってしまいました。

もし皆さん、聖書の細かい内容が読んでもよく理解できない場合があっても、心配しないでください。そのよく理解できない部分も含めて、何のためにそれがあるかというと今のこの話のためです。何にも問題ではありません。イエスがキリストならば。そこにすべてがかかっているでしょう。そのイエスを信じるか信じないかだけを問題にしなさい。これがメッセージです。例えば、マタイの福音書からヨハネの福音書、この福音書だけを見てもそのことを神様はおっしゃっています。この福音書の内容は何でしょうか。人間的な目で見たときには、私たちはいつもこれが問題、あれが問題と思っている自分の問題の基準から見たときには、何の問題もない、逆にうらやましい、立派なパリサイ人、指導者などと対照的に売国者と言われている取税人、不治の病などにかかって患っている人々と比べたときにどちらが問題かという質問なのです。何が問題でしょうか。私たちは少しも迷わずに、あれは病気が問題でしょう、取税人が問題でしょうと、ついついそう思うかもしれません。そこを変えなさいというのが聖書のお話です。今、福音書が私たちに見せていらっしゃるし、語りたいことが何かというと、立派な指導者、皆に尊敬されている人、別にそれが悪いという意味ではありません。だからといって、病気がよいという意味でもありません。でも、どちらにしてもそれを問題の基準にしてはいけません。逆に聖書が言っているのは、そこで売国者、病気を患っている人々がイエスを信じました。だから、病気なのか、売国者と呼ばれるものなのか、立派な指導者なのかが問題ではなく、彼らがイエスを信じるか信じないかが問題なのだと4福音書は訴えています。ここが皆さんの結論にならなければいけません。それで皆さんの内側から問題のポイントが変わらなければ始まりません。使徒行が始まりません。
ものすごい金持ちがこの福音書には紹介されています。対照的に比べて10円くらいしか献金できないほどのものすごく貧しいやもめが出てきます。やもめがよいということではありません。けれども、4福音書が言いたいことは、大金持ちと貧しい人がいるのですが、金持ちなのか貧乏なのかがテーマではない。二人の中でどちらがイエスを信じたのか、それが問題です。見えてみると、だいたい貧しい方がイエス様を信じていました。逆に貧しい方がよいのではないか、逆にそちらの方がよいのではないかというほどにならなければならないということです。基準はイエスです。そこが教会の説教だからそう言っているでしょうという感覚であるなら、それは困ります。そうではなく、創世記からヨハネの福音書までの結論です。ルールや法律をしっかり守り、決まり、しきたりをしっかり守っている人と比べると、現場で簡易の罪を犯した女の人、ルールに従いますと石打ちされて殺されて当然な罪を犯していました。その2種類の人間を対照的に比べることによって、何も目に見える道徳的な罪を犯さず、ルールや決まりを守り、きちんと人に迷惑をかけないで立派に生きている人と、現場で姦淫の罪を犯した女の人のどちらなのかは問題ではありません。でも、私たちはそうではないでしょう。だから、これが聖書の結論です。そうではなくて、律法を守る人なのか、律法を破った人なのかが問題ではなく、どちらかがイエスを信じるか信じないかが問題です。たぶん、自分の性格かもしれませんが、自分では信じています。これが結論なので、神様が今このように私を通して訴えていらっしゃるのではないかと思います。だから、静かにと頑張っているのですが、ついついトーンが上がってしまいます。中々、変わりません。残念ながら、クリスチャンでありながらもとなると、聖書のメッセージと自分と通じ合いません。いっぱい聞いて、ときには涙を流したり恵まれることがあっても、実際にみことばが再創造の力をもってその人の内側を動かすということが中々、経験できません。神様はおっしゃりたいことがあります。全部、暗記したとしても、もちろん時々、神様の働きによってそのみことばが思い出されて力になったりするので暗唱することは非常に大切なことでしょうが、神様がおっしゃりたい結論というものがあります。
また4福音書にはユダヤ人とサマリヤ人と、ときには異邦人も紹介されています。ユダヤ人なのかサマリヤ人なのか異邦人なのかは問題ではない。どちらがイエスを信じたのか、それが問題なのです。それがマタイの福音書からヨハネの福音書まで、ずっと強調している内容ではないでしょうか。聖書を見ながらそのようなことをキャッチしなければなりません。それでイエス様もお祈りの中でこのように結論を出しました。このように弱々しい人ばかりに神様のみこころを現してくださり、立派な人間にはわからないようにしてくださった、これこそ神様のみこころです。その結論もイエス様は出しておられます。時々、イエス様はこういうこともおっしゃいます。イエス様は集会場に肉の母マリヤ、肉の兄弟を連れてきて、イエス様の肉親なのでたぶん優先で通そうとしたかもしれません。兄弟とお母さんが来ていますと。イエス様は何とおっしゃったでしょうか。「だれが兄弟、誰がお母さんなのか。私を信じる者が兄弟です」。問題は、肉親の何かがつながっているかどうかが問題ではなく、イエスを信じるか信じないかが問題です。これが地球のテーマです。アフリカの人なのか、日本人なのかが問題ではなく、どちらがイエスを信じるかが問題です。社会的に成功しているか、あるいはサラリーマンのままなのかが問題ではなく、その人がイエスを信じるのか信じないかが問題です。
もう一度言います。いまだ弱さを抱え、人に言えない恥ずかしさを抱えているかもしれません。それがあるかどうかが問題ではありません。皆さんがイエスをキリストとして信じるか信じていないかが問題です。信じていらっしゃるのであれば、それに捕らわれないようにしてください。ここがよく分かっていないと、子どもを教育するときにも同じです。これが問題、あれが問題、だからこうしてはいけない、ああしてはいけないとなってしまいます。子どもが本当にイエスを信じているかどうか、私は私の子どもたちを見ていても同じです。騒ぎを起こしているのか、あるいは静かに良い子にしているのか、私には一切、興味がありません。イエスを本当に信じているのか信じていないのか、そうすると、それが心痛めることであって、そのために祈るのです。子どもが成功するためではなくて。問題のポイントがどこに行っているかによって、子どもに対しての言い方も教育の方針も全部、変わるでしょう。ある意味、他は常識ではないでしょうか。子どもが十町に行くということは悪いことではありません。しかし、私たちのポイントは、順調に行っているのか、非行に走っているではなくて、イエスを信じているかどうかです。非行に走っているのが問題ではなく、その子がイエス様をキリストとして信じていないからそうなるでしょう。だから、そこを祈るべきです。逆に非行に走らないで順調に良い子にしているからといってそれでよいのでしょうか。よく見てみると、イエスを信じるから結果そのようになったというのは万々歳でしょうが、それと関係なく心痛めながら子どもがイエスを信じるように祈るべきではないでしょうか。これが人類のテーマです。このために逆に今まで申し上げましたように、4福音書にも書かれて紹介されているように、順調に人間的にうまくいく方法よりは逆の方向が良かったという結論です。だから、皆さんに様々な問題があったのです。人には言えない悩みがあるというのは感謝してください。それが歩かないかが問題ではなく、イエスを信じてもらうために神様が許されたものです。人生のテーマ、人類のテーマは、イエスをキリストとして信じるか信じないか、それにすべてがかかっています。これが結論です。

ここまできちんとまとまることによって、問題のポイントが変わることによって、この目で他の何かよりまず自分自身と自分の人生を再整理する必要があります。そこまでがヨハネの福音書の神様の願いです。本当に問題のポイントはイエスを信じるか信じないのかであって、他の基準は全部下げて、イエスを信じているか信じていないかだけに絞ってください。もしこのイエスを信じる人であれば、どんな弱さを抱え、どんな過去を持っているか、現実が今どういう状況なのか一切、関係なく、私は幸いな者だと整理しなければいけません。それがヨハネの福音書までの聖書がある理由です。しかし、ヨハネの福音書が終ろうとしているのに、自分と自分の人生がいまだこのように整理されないと、2015年も使徒行は開かれません。私は他の理由を一切、無視して、イエスを信じたので、それだけがテーマですから、私は幸いな者です。私は人生のすべての問題はもう終わったものです。地と罪の原理から解放されているものです。明日また過ちを犯すことがあっても、それが裁きにつながらないように完璧に許されているものです。私は幸いなものです。そのように整理しないといけません。私は新しい被造物、新しく作り変えられたものです。外見や性格がそのまま残っていると言ってこんがらがらないようにしてください。私は全く新しい被造物として作り変えられたものです。なぜでしょうか。イエスを信じたからです。この目でイエスを信じるか信じないかだけがテーマです。この目で自分を見ないといけません。私には一切、不幸などは存在しません。問題はすっかり去っていきました。自分の人生の中から運命と滅びののろいの勢力などは一切、私とは関係なくなりました。嫌なものが見えてきても宣言してください。イエスはキリストです。だから、私は幸いなものです。私の古いものはもう死にました。それから、私は希望の人間です。いつ死んでも天国に迎えられるように保証されているし、しかも今現在、誰もこの私の祝福を奪い取ることができないように、神様ご自身が聖霊を通して内側に入っていらっしゃいます。分かりやすい言葉で言うと、くっついていらっしゃるから誰も切り離すことができません。だから、何があっても、どっちに転んでもすべて益になるように設計されているものです。だから、幸いなのです。希望のものです。
それと同時に、皆さんのレベルと関係なく、このように作り変えられたものなので、暗やみの力を打ち破ることができる権威を所有しているものです。ということで私はこの世に無くてはいけない、絶対に必要な尊い存在です。皆さんの学歴や、今現在の地位、財産程度などと関係なく、イエスがキリストだと知り、そのイエスをキリストとして信じたのかどうかによってこのように変わります。人が変わるのは一つしかありません。イエスをキリストとして信じること以外には人は変わりません。人の本質は変わりません。皆さんがどんなにあこがれの人と出会って、その人に「よしよし」と褒められ頭をなでられたとしても、気持ちは変わるでしょうが人間は変わりません。イエス・キリスト以外にはありません。イエスはキリストです。このように再整理が求められます。つまり、「何も気にしなくてもよいのだね。何も心配などいらないものなのだね。何があっても問題にならないものだ」と自分と自分の人生をそのように整理するのがヨハネの福音書までの目的です。だから、私が気にすることは一つしかありません。この権威を持って世に必要な人間としてこれから生きていくこと、それだけに目を向けることです。それが使徒行です。けれども、それに行かないというのは、自分に対してまだ整理がついていないからです。2015年になる前に、自分自身に対してきちんと整理をしてけじめをつけていただきたいと思います。今短く申し上げましたが、まとめましょう。
何も問題ではない。本当の問題は、イエスを信じるか信じないかです。そうならば、イエスを信じている者は幸いな者です。何も心配しなくてもよい存在です。そこまで結論が出るために、創世記からここまでの話があるのです。ぎゅっと握ってください。2014年が行く前に、これを皆さんの骨に刻み込んでください。それで現在、自分自身に問題になっている部分、どんなことであれそれを取り上げて、その前で信仰告白を実際的なものにしてみてください。特に聖餐の信仰告白を用いてもよいです。具体的にやってみてください。これがミッションです。本当にヨハネの福音書までアーメンとした人であれ、それなのに自分自身にとって何か問題だと思っていることがあるわけです。問題視しているものがあります。それを取り上げて「問題ではないです。イエスがキリストです」と信仰告白してください。それが問題ではなく、皆さんがイエスがキリストだという信仰に立っていないのが問題ではないでしょうか。問題のポイントを変えない限りは、使徒行が始まりません。余計なものに足を止められ引っ張られるようになります。
それから、キリストを基準に、キリストを中心として自分は伝道者であるということを確認しましょう。それに対して心から一つでも文句が出ようとするときは全部カットしてください。一切、ありません。言葉が言えない人だから伝道者ではない。それも嘘です。寝たきりだから。嘘です。皆さんが伝道者であることを否定する理由は宇宙に存在しません。だから、なぜそれを否定するような文句がちょこちょこ出るのかというと、問題のポイントを、つまり、キリスト、イエスが中心になっていないからです。イエスを基準にしてください。そうすると、皆さんは絶対にこの世に必要な伝道者です。それを確認し確信を持って、最後に何も疑わずに、今現在、皆さんに許されている現場に挑戦するようにしましょう。挑戦とは何でしょうか。そこに私を通して神様の伝道の働きが成されると信じて疑わずに祈ってください。具体的にしないといけません。現場というのは漠然とした内容ではなくて具体的です。皆さん、知り合いがいますよね。家族がいます。また、職場があります、関わりのあるいろいろな人がいます。具体的に分析しながら勝利を確信して、挑戦というものは祈ることです。そうなるようにとやってみてください。なぜそれができないのか。ヨハネの福音書の結論で、自分のことがまだ整理がついていないからです。「でも、これが…」。それはまだ整理がついていないからです。余計なことを問題だと思っているからです。それは問題ではありません。皆さんが今、問題だと思っていることは問題ではありません。皆さんがイエスはキリストですという信仰から離れているからです。その信仰告白のサインです。その信仰を持っている者であれば、これが結論です。それにすべてがかかっています。まったく新しいものに作り変えられて伝道者になるそのすべてがイエスを信じるか信じないかにかかっています。信じたから何がともあれ、皆さんは神の子どもであり幸いな人であり、異邦人のように何を食べるか何を飲むか何を着るかなどを気にして、それをテーマにして生きる存在ではなく、神の国と義を求める伝道者に作り変えられています。疑わずに信じて何も足止めされず、これから皆さんの現場に挑戦しましょう。2015年は使徒行に挑戦しないといけません。ヨハネの福音書は終わりましたので、使徒行に入ろうとしても「どうかな。またマタイの福音書に戻ろうか」と考えたりしますが、聖書のどこを見るかは別にして、ひとりひとりは使徒行にはいらないといけません。どうすればよいでしょうか。そこに入るようにすべて手配していらっしゃるから、自分できちんと整理すればよいのです。神の結論を自分の結論にすれば次が始まります。その祝福をぜひ皆さんのものにして味わっていただきたいと思います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。2014年が終わる前にヨハネの福音書の結論を通して、創世記からヨハネの福音書までの結論を理解し、その結論が自分の結論になり、それに基づいて自分と自分の人生を整理して、使徒行の新しい歴史に足を踏み入れることができるようにひとりひとりを祝福して導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

